
施策名 課題等 主な取組 総合評価

①高齢者や障

がいのある人

等が安心して

暮らせる社会

の形成

・人材の安定的確保と職場定着
が課題
・医療・介護・予防・住まい・
生活支援サービスを切れ目な
く提供する「地域包括ケアシ
ステム」の推進が必要

○地域包括支援センターの機能充実
○特別養護老人ホームなどの施設の
計画的な整備
○「北海道障がい者差別解消推進連
絡会議」を開催
ほか１９の取組

効果的な

取組を検

討し引き

続き推進

②北国らしい

個性豊かで活

力のある住ま

い・まちづく

りの推進

・生活関連サービスやコミュニ
ティ機能の維持が課題
・良質な民間住宅の普及促進な
どのまちづくりを推進する必
要
・道内の空き家は年々増加傾向

○サ高住の供給が少ない地域への立
地を促すため情報提供や制度の周
知等の更なる実施
○公営住宅ストックの居住水準向上
○住宅確保要配慮者の入居を拒まな
い民間賃貸住宅の登録制度の普及
促進

概ね順調

に展開

1 分 野：生活・安心

高齢者や障がいの

ある方々など住み

慣れた地域で安心

して暮らせる社会

の形成

①高齢者や障がいの
ある人等が安心して
暮らせる社会の形成
（保健福祉部）

地域包括ケ

アシステム

の構築

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>

地域での生活

を支援する拠

点の整備

供給の少ない

地域への立地

を促進

北海道福祉人材センターの支援による介護職
への就業者数（施策①)

特別養護老人ホーム定員数（施策①）

地域の実情等
により達成に
は至っていな
い

介護人材確保
対策の一定の
政策効果が表
出就業者数が
増加

【関連指標】

事業者に対す
る制度周知な
どにより件数
が増加

サービス付き高齢者向け住宅の登録件数
（施策②）

【総合計画の指標】

(人)

(％)

(就業者数)

【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

B 政策の方向性：高齢者や障がいのある方々など住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の形成

(2) 政 策 の 柱：安心で質の高い医療・福祉サービスの強化

②北国らしい個性豊か
で活力のある住まい・
まちづくりの推進
（建設部）
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ユニバーサルデザインの視点にたった公営住宅
の整備戸数が公営住宅管理戸数に占める割合
（施策②)

順調に進
んでいる

(％)

【関連指標】
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【他７つの関連指標】

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0406PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0801PDC.pdf

